
本
年
６
月
４
日
、
小
牛
田
運
輸

区
所
属
の
運
転
士
は
腹
痛
を
感
じ
、

つ
い
に
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
車

掌
に
対
し
、
ト
イ
レ
に
行
く
旨
の

連
絡
を
指
令
に
依
頼
し
車
内
ト
イ

レ
に
行
っ
た
。
し
か
し
車
掌
か
ら

指
令
に
無
線
が
つ
な
が
ら
ず
、
運

転
士
が
そ
の
旨
を
指
令
に
報
告
し
、

５
分
３
０
秒
の
遅
発
と
な
っ
た
。

ま
た
本
年
２
月
１
８
日
、
福
島

総
合
運
輸
区
所
属
の
運
転
士
は
急

な
腹
痛
に
な
り
、
車
掌
に
ト
イ
レ

に
行
く
旨
を
告
げ
、
車
内
ト
イ
レ

に
行
き
、
戻
っ
た
後
発
車
し
た
が

２
分
の
遅
発
と
な
っ
た
。

小
牛
田
運
輸
区
当
該
運
転
士
が

５
月
の
給
与
明
細
を
受
領
し
た
際
、

マ
イ
ナ
ス
１
１
８
円
の
記
載
が
あ

り
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
こ
と
か

ら
今
回
の
事
象
に
対
す
る
カ
ッ
ト

で
あ
る
こ
と
を
現
場
か
ら
告
げ
ら

れ
た
。
支
社
は
「
５
分
間
乗
務
を

し
て
い
な
い
の
で
欠
務
で
あ
る
。

処
分
で
は
な
く
制
度
上
の
扱
い
」

等
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
福
島
の

当
該
乗
務
員
が
総
務
助
役
よ
り
２

分
間
（
４
４
円
）
の
賃
金
カ
ッ
ト

の
話
を
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

現
在
、
当
該
労
組
と
支
社
と
の

間
で
協
議
等
が
行
わ
れ
て
い
る
の

で
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
る
が
、
乗
務
員
職
場
の
共
通
問

題
で
あ
り
、
運
転
に
集
中
で
き
な

い
点
で
は
安
全
運
行
に
関
わ
り
、

逆
に
言
え
ば
ト
イ
レ
も
業
務
の
範

疇
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
強
く
撤
回
を
求
め
た
い
。
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小
牛
田
運
輸
区
と
福
島
総
合
運
輸
区
の
社
員
（他
労
組
）が
、
乗
務
中
腹
痛
な
ど
の

体
調
不
良
に
見
舞
わ
れ
ト
イ
レ
に
行
っ
た
時
間
が
、
乗
務
を
欠
い
た
と
し
て
賃
金
カ
ッ
ト

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
国
労
仙
台
地
本
は
こ
う
し
た
生
理
現
象
ま
で

賃
金
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
、
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
も
問
題
の
あ
る
対
応
で
あ
る
と
し
て
、

仙
台
支
社
に
対
し
口
頭
に
よ
る
抗
議
と
賃
金
カ
ッ
ト
の
撤
回
を
申
し
入
れ
た
。

当
日
は
、
盛
岡
、
秋
田
、
仙

台
の
各
地
方
本
部
委
員
長
、
書

記
長
の
6
名
が
参
加
。
国
土
交

通
省
東
北
運
輸
局
側
は
、
鉄
道

部
計
画
課
、
安
全
指
導
課
、
技

術
課
各
課
長
と
鉄
道
安
全
監
査

官
ら
5
名
が
対
応
し
、
高
橋
東

北
協
議
会
議
長
が
以
下
２
点
の

要
請
を
行
っ
た
。

①
Ｊ
Ｒ
が
発
足
し
て
20
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
福
知
山
線
、
羽

越
線
事
故
、
首
都
圏
の
輸
送
障

害
な
ど
安
全
への
不
安
が
高
ま
っ

て
お
り
、
東
北
三
支
社
内
に
お
い

て
も
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

鉄
道
輸
送
事
業
と
し
て
安
全

が
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
労
働

組
合
と
し
て
も
安
全
を
守
る
取

組
み
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
昨
年
10
月
に
安
全
管
理
規

程
に
関
す
る
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

評
価
制
度
が
で
き
、
社
長
を
ト
ッ

プ
と
す
る
安
全
意

識
の
徹
底
が
指
導

さ
れ
て
お
り
、
運
輸

行
政
の
立
場
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
事

故
防
止
お
よ
び
再

発
防
止
策
の
指
導

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

願
い
し
た
い
。

②
安
全
・安
定
輸

送
に
は
安
定
し
た

労
使
関
係
が
重
要

で
あ
る
が
、
不
幸
な

こ
と
に
国
労
と
Ｊ

Ｒ
の
間
に
20
年
に

わ
た
る
労
使
紛
争

が
あ
っ
た
。
し
か
し

昨
年
11
月
、
中
労

委
の
場
に
お
い
て

係
争
事
件
の
一
括
和
解
が
で
き
、

国
労
と
し
て
は
安
全
・安
定
輸
送

の
付
託
に
応
え
て
い
く
所
存
で
あ

る
。つ

い
て
は
、
１
０
４
７
名
の
Ｊ
Ｒ
不

採
用
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
意

見
書
も
宮
城
県
、
福
島
県
、
東

京
都
な
ど
多
く
の
議
会
で
決
議

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
も
20

年
で
解
決
の
流
れ
を
と
の
論
調
で

あ
る
。
所
管
で
は
な
い
が
、
趣
旨

を
汲
ん
で
上
部
局
へ上
申
す
る
よ

う
要
請
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
れ
ら
要
請
に
対
し
て
運
輸
局

側
か
ら
は
、
「安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
含
め
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

(

首
席
鉄
道
安
全
監
査
官)

」

「事
故
、
輸
送
障
害
に
つ
い
て
は

個
別
指
導
を
行
っ
て
き
た
。
盛
岡

の
件
で
は
航
空
鉄
道
事
故
調
査

委
員
会
が
入
っ
て
お
り
、
結
果
も

公
表
さ
れ
て
い
る
。
必
要
情
報
等

を
与
え
再
発
防
止
等
に
力
を
入

れ
て
行
き
た
い
。(

安
全
指
導
課

長)

」
「１
０
４
７
名
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
方
運
輸
局
の
立
場
で
ど
う
こ

う
言
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
上

部
局
へき
ち
ん
と
伝
え
て
い
き
た
い

(

計
画
課
長)

」と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

国
労
東
北
協
議
会
は
5
月
22
日
、
本
部
指
示
に
基
づ
く
地
方

運
輸
局
に
対
す
る
要
請
行
動
を
行
っ
た
。
目
的
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用

事
件
の
早
期
解
決
に
関
す
る
上
部
局
への
上
申
要
請
と
Ｊ
Ｒ
の
鉄

道
事
故
や
輸
送
障
害
に
対
す
る
運
輸
行
政
の
立
場
か
ら
の
再
発

防
止
策
の
指
導
要
請
で
あ
る
。

要請を行う東北協議会役員



５
月
１
９
日
、
３
時
４
０
分
頃
、

東
北
本
線
福
島
変
電
所
内
で

作
業
中
の
東
北
電
力
協
力
社

員
が
感
電
受
傷
す
る
と
い
う
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
時
の
概
況
や
直
接
的
な
原

因
に
つ
い
て
は
、
設
備
部
電
力
課
が

左
記
の
事
故
概
況
を
出
し
て
い
ま

す
。
仙
台
支
社
内
に
お
け
る
近
年

の
感
電
事
故
で
は
、
一
昨
年
暮
れ

の
奥
羽
本
線
赤
岩
・板
谷
間
で
発

生
し
た
電
力
Ｐ
会
社
協
力
社
員
の

感
電
死
亡
事
故
、
３
年
前
に
山
形

車
両
セ
ン
タ
ー
構
内
で
発
生
し
た
、

保
線
Ｐ
会
社
下
請
け
作
業
員
の
感

電
死
傷
事
故
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
幸
い
に
も
命
に
係
る
受
傷
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
重
大

な
事
故
に
繋
が
る
恐
れ
は
十
分
に

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
問
題
は
な
ぜ
こ
の
様
な
重
大

事
故
が
後
を
絶
た
な
い
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

事
故
の
多
発
傾
向
は
電
力
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
施
設
・電
気
な

ど
の
系
統
を
問
わ
ず
設
備
障
害
・

労
働
災
害
共
に
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
特
に
５
年
前
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
と
い
う
合

理
化
施
策
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
の

事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

「メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構
築
」

と
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
、
今
一
度

考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
施
策
は
電
力
で
言
え
ば
単

に
「技
セ
・メ
セ
」に
組
織
・業
務
区

分
け
し
た
だ
け
で
な
く
、
直
轄
で
責

任
を
持
っ
て
行
っ
て
き
た
多
く
の
保

全
業
務
を
Ｐ
会
社
に
業
託
し
ま
し

た
。
し
か
し
Ｐ
会
社
の
実
態
を
見

れ
ば
、
少
な
い
要
員
で
よ
り
多
く
の

検
査
や
修
繕
を
こ
な
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
過
酷
な
労
働
条

件
で
働
か
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し

て
こ
の
様
な
労
働
災
害
等
が
発
生

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
ま
で
追
い
込

ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
然
で
す
が
、
そ
の
責
任
の
一
端

は
、
直
轄
業
務
を
Ｐ
会
社
に
押
し

付
け
た
Ｊ
Ｒ
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

そ
の
一
方
で
直
轄
に
お
け
る
技
セ
・

メ
セ
の
業
務
区
分
も
軋
轢
が
発
生

し
て
お
り
、
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
設

備
デ
ー
タ
の
更
新
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
り
キ
ャ
ド
等
の
図
面
整
理
が
進

ん
で
い
な
か
っ
た
り
、
デ
ー
タ
そ
の
も

の
が
な
か
っ
た
り
と
設
備
管
理
や
工

事
設
計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
多
く

の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
施

策
の
根
幹
に
係
わ
る
問
題
が
放
置

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
感
電
事
故
を
契
機
に
、

改
め
て
「メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
再
構

築
」と
い
う
合
理
化
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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あ
わ
や
重
大
事
故
に１

０
４
７
名
問
題

に
つ
い
て
は
、四
者
・

四
団
体
を
基
本
に

こ
の
問
題
の
政
治

解
決
を
図
る
た
め

に
様
々
な
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
は
そ
の

活
動
の
根
幹
を
成

す
も
の
で
あ
り
、
重

要
な
取
り
組
み
と

な
って
い
る
。

通
年
の
取
り
組

み
と
し
て
ア
ル
バ
の

物
資
販
売
に
協
力

を
頂
い
て
い
る
が
、

地
本
内
の
各
県
支

部
で
連
携
を
取
っ
て
い
る
闘
争
団
が

年
２
回
程
度
、
直
接
宮
城
・山
形
を

訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
内
で
物
資
販

売
に
取
組
ん
で
お
り
、
（福
島
県
支

部
は
仙
台
闘
争
団
が
通
年
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
）今
年
も
各
地
で

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

宮
城
に
お
い
て
は
稚
内
闘
争
団
の

鈴
木
勝
氏
が
昨
年
に
引
き
続
き
訪

れ
、
６
月
25
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で

仙
台
市
内
を
中
心
に
労
働
組
合
・

団
体
や
民
主
団
体
、
組
織
を
訪
問

し
、
国
鉄
闘
争
への
理
解
と
物
資
販

売
の
協
力
を
要
請
す
る
予
定
。

ま
た
山
形
県
は
音
威
子
府
闘
争

団
の
関
野
政
幸
氏
が
、
山
形
県
平

和
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
６

月
18
日
か
ら
７
月
19
日
の
期
間
、
県

内
各
地
区
を
く
ま
な
く
訪
問
し
、
物

販
オ
ル
グ
を
展
開
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

各
組
合
員
に
つ
い
て
は
、
闘
争
団
の

生
活
・活
動
支
援
と
い
う
目
的
に
対

し
改
め
て
理
解
と
協
力
を
求
め
、
ま

た
各
支
部
・分
会
・分
連
協
等
に
つ
い

て
は
夏
季
手
当
時
期
に
合
わ
せ
て
の

取
り
組
み
の
強
化
を
要
請
し
ま
す
。

概
況

３
時
４
０
分
頃
、
東

北
本
線
福
島
変
電
所
で
東
北
電

力
作
業
立
会
い
の
Ｊ
Ｒ
直
轄
社

員
か
ら
東
北
電
力
協
力
社
員
が

高
配
２
号
Ｖ
Ｃ
Ｔ
（
東
北
電
力

設
備
）
取
替
え
作
業
終
了
後
、

ア
ル
ミ
製
足
場
を
撤
去
中
に
作

業
用
足
場
が
外
れ
、
所
内
制
御

電
源
用
変
圧
器
に
接
触
し
感
電

し
た
旨
の
連
絡
を
４
時
４
分
に

電
力
指
令
で
受
報
し
た
。

電
力
指
令
は
関
係
箇
所
に
連

絡
を
行
っ
た
。

受
傷
者
は
東
北
電
力
協
力
会

社
社
員
と
車
で
北
福
島
医
療
セ

ン
タ
ー
に
搬
送
し
た
。

原
因

東
北
電
力
作
業
終
了
後

足
場
を
撤
去
時
に
加
圧
中
の
変

圧
器
に
接
触
さ
せ
た
た
め
で
あ

る
が
詳
細
は
調
査
中
。

お
知
ら
せ

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

国
労
会
館
建
設
資
金
返
済
業

務
は
１
９
９
９
年
度
末
償
還
期

限
以
降
、
（財
）国
労
会
館
仙
台

事
業
部
で
取
り
扱
い
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
返
済
業
務
が
一
定

の
整
理
を
見
た
こ
と
等
か
ら
、

（
財
）
国
労
会
館
仙
台
事
業
部

で
取
り
扱
っ
て
き
た
業
務
の
残

り
に
つ
い
て
、
国
労
仙
台
地
方

本
部
で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
国
労

会
館
建
設
資
金
返
済
請
求
に
つ

い
て
は
下
記
に
請
求
を
し
て
く

だ
さ
い
。

記

住
所

〒
９
８
４-

０
０
１
５

仙
台
市
若
林
区
新
寺

一
丁
目

４-

３
１

名
称

国
鉄
労
働
組
合

仙
台
地
方
本
部

担
当
係

岡
崎

連
絡
先
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